
2022年12月3日（土）・12月4日（日）
ウェブカンファレンス方式（Zoom 開催）

第1日　12月3日（土）13：00 ～ 17：50
研究発表Ⅰ　13：30 ～ 16：40

１.「戦士」と「王」―『ベーオウルフ』の類義語に対する意味論・歴史的分析	 木内祥太（慶應義塾大学大学院）

２．古英語における話題の転換に伴う表現方法	 海田皓介（明治大学）

３．文法的に明確な分類ができない古英語の事例の考察	 石黒太郎（明治大学）

４．非頭韻語としての Old	Norse,	Old	French 借入語		 小倉美知子（千葉大学名誉教授）

研究発表Ⅱ　13：30 ～ 16：40
５．‘To	Telle	Hir	Worde’：	The Assembly of Ladies におけるクリスティーヌ・ド・ピザンの影響

	 小林亜伽里（慶應義塾大学大学院）

６．Sir Amadace における商人の贈与と交換	 福岡里桜（慶應義塾大学大学院）

７．カンタベリのアンセルムスの『瞑想』と『祈り』：Ancrene Wisse の conscience	の引用元としての一考察

	 井野崎千代子（京都先端科学大学嘱託講師）

８．Reginald	Pecock’s	‘Probable’	and	‘Likely’	God	 井口　篤（慶應義塾大学）

招待講演　16：50 ～ 17：50
The	Huntington	Ellesmere	Manuscript：	The	Once	and	Future	Canterbury Tales
	 Professor	James	Simpson	(Harvard	University)

第2日　12月4日（日）10：00 ～ 13：10
研究発表Ⅲ　10：00 ～ 13：10

９．15、16世紀の写本と刊本における Virtues of the Mass の受容

	 新居達也（ロンドン大学クイーンメアリー校 PhD	candidate）

10．多用途検索ツール「A	Chaucer	Lexicon」を用いた「恋の病」の解析―チョーサーの『トロイルスとクリセイデ』を中心に―

	 周　躍（呉工業高等専門学校）

11．Middle	English	mister：	Reassessment	as	a	verb	of	need	 三浦あゆみ（大阪大学）

12．14世紀頭韻詩韻律研究の現況と展望―『ガウェイン』詩人の作品における前半行を中心に―

	 井上典子（関西大学）

研究発表Ⅳ　10：00 ～ 12：20
13．古英語の強変化動詞第Ⅳ , Ⅴ類における過去複数形の長母音について	 藤原郁弥（大阪大学大学院）

14．デヴォン州の地名 Misdon の語源再考	 宅間雅哉（東京未来大学）

15．中世英語英文学受容史：明治編	 海老久人（神戸女子大学古典芸能研究センター客員研究員）

日本中世英語英文学会（会長 和田葉子）
事務局　〒602-8580　京都市上京区今出川通烏丸東入

同志社大学　文学部　大沼由布　研究室内
Tel. 075-251-3770

［大会準備委員］
鎌田幸雄（委員長）　平山直樹（副委員長）

岡﨑久美子　小笠原清香　岡田　晃　野地　薫　藤井香子
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